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産業革新機構、中小自動車部品加工メーカーの 
共同グローバル展開の支援を決定 

 
 

 株式会社産業革新機構(以下「ＩＮＣＪ」)は、自動車部品加工の中小企業

12社が共同して海外で事業展開を行う「衆智達汽車部件（常州）有限公司」（以

下「衆智達」）が行う事業に対して、15億円の投資を行うことを決定しました。 

世界の自動車市場は新興国を中心に成長し、それを支える世界の自動車部品

市場も拡大が見込まれています。我が国ものづくり中小企業には、特に高度な

技術が必要な工程で、世界の自動車部品メーカー向け市場を開拓する機会が広

がっています。 

衆智達は、中国を本拠地とし、自動車部品加工の中小企業 12 社が共同して

事業展開を行うプラットフォーム企業です。国内では各社が「単工程を各々」

で取り組む一方、衆智達は、海外において各社の強みを結集して「多工程をワ

ンストップ」で行う新たなビジネスモデルに取り組んでいます。日系の自動車

部品メーカーへの対応を継続・強化するとともに、欧米等の自動車部品メーカ

ーを開拓することで顧客基盤の拡大を図る予定です。 

ＩＮＣＪは、本投資を通じて、設備投資等に必要な資金を供給するとともに、

外部経営人材の活用等により経営上のサポートを行います。これにより、中小

企業が共同でグローバル展開を図る成功事例を創出するとともに、ピラミッド

型の産業構造の転換に先鞭をつけることを目指します。 

 
 

今般、株式会社産業革新機構（東京都千代田区丸の内、代表取締役社長 能見

公一）は、自動車部品加工の中小企業 12社が共同して海外で事業展開を行う「衆

智達汽車部件（常州）有限公司」（江蘇省常州市、董事長 野口真司。以下「衆智

達」）が行う事業に対して、15億円の投資を行うことを決定しました。 
 
自動車市場は、新興国を中心に成長が見込まれています。（世界自動車生産台数

は、2010 年約 7000 万台から年平均約 5％で成長し、2017 年には約 1 億台となる見

込み。）これに伴い、世界の自動車部品市場も拡大すると考えられています。 

自動車部品産業は、日本で最も裾野の広い産業の一つです。近年、自動車部品の

加工は、新興国・途上国を中心に国際的な生産分業が進められており、日本の自動

車部品加工企業は、グローバル展開をしないと生き残れない状況です。高度な技術



が必要な工程（金属深絞りプレス、冷間鍛造、精密切削等）は、新興国・途上国の

現地企業には対応できていないため、我が国ものづくり中小企業には、こうした工

程において、世界の自動車部品メーカー向け市場を開拓する機会が広がっています。 

 

衆智達は、中国を本拠地とし、自動車部品加工に係る我が国中小企業 12 社が、

各社の異なる金属加工技術等を結集してグローバル展開する「プラットフォーム企

業」です。 

衆智達に出資する中小企業 12 社は、日本国内において、我が国自動車部品メー

カー向けに、各社が強みを有する単一の工程に特化して、個別に製品を生産・納入

しています。すなわち、各社のビジネスモデルは、「単工程を各々」で取り組むも

のです。これに対して衆智達は、海外において各社の異なる単工程技術を結集し、

「多工程をワンストップ」で行う新たなビジネスモデルに取り組んでいます。 

また、衆智達は、出資企業の技術支援を得て、中国において、日系の自動車部品

メーカーへの対応を継続・強化するとともに、欧米等の自動車部品メーカーを開拓

することで顧客基盤の拡大を図っています。 

さらに、将来的には、中国のみならず、タイ・インド等の新興国市場に機動的に

進出して多拠点展開を図り、グローバルで競争力のある自動車部品加工企業となる

ことを目指しています。 

 

ＩＮＣＪは、こうした事業展開を目指す衆智達に対して長期的な資金（15億円）

を供給します。これにより、出資企業が技術を保有しているにもかかわらず、こ

れまで経営資源の不足により現地では対応できていなかった工程の設備を強化す

ることが可能となり、参画する 12社の技術力を最大限に発揮できるようになりま

す。 

また、ＩＮＣＪは、過半数を出資する株主として、外部からの経営トップの招

聘、社外取締役の派遣、技術協力体制の再構築等により、経営上のサポートを実

施します。 

さらに、我が国中小自動車部品加工メーカーがグローバル展開するためのプラ

ットフォーム企業として、現在出資している 12社にとどまらず、競争力ある自動

車部品加工メーカーの参画を促します。 

 

ＩＮＣＪとしては、本投資により、中小企業が共同でグローバル展開を図る成

功事例を創出したいと考えています。また、海外企業を中心に新たな顧客層を開

拓することで、我が国のピラミッド型産業構造の転換に先鞭をつけるものになる

と考えています。 

 

  



衆智達汽車部件（常州）有限公司について 
・設 立 ：２００８年４月 
・所在地 ：江蘇省常州市新北区春江鎮玉龍北路６８８号 
・代 表 ：董事長 野口真司  
・出資企業：株式会社 淺野機械工業所、株式会社 加藤製作所、株式会社 亀山製

作所、寿金属工業 株式会社、株式会社 サーテックカリヤ、柴田工業 
株式会社、三機商事 株式会社、株式会社 中部精機製作所、株式会社 
野口製作所、株式会社 富士プレス、豊国工業 株式会社、株式会社 山
田製作所 

・ＵＲＬ：http://www.wisdoms-net.com/ 
 
株式会社産業革新機構（ＩＮＣＪ）について 

ＩＮＣＪは、２００９年７月にオープンイノベーションの推進を通じた次世代

産業の育成を目指して、法律に基づき設立された会社です。総額８０００億円超

の投資能力を有しており、革新性を有する事業に対し出資等を行うことで産業革

新を支援することをミッションとしています。  
ＩＮＣＪは、投資・技術・経営等で多様な経験をもつ民間人材によって運営さ

れており、法令に基づき、当社内に設置している産業革新委員会にて、政府の定

める支援基準に従って投資の可否の判断を行い、日本の産業革新に資する投資を

実施いたします。  
ＩＮＣＪでは、これまでに合計１３件・総額約５７０億円の投資決定を発表し

ました。当面、環境エネルギーにも関連するエレクトロニクスやＩＴの分野、バ

イオ・ライフサイエンス分野、水ビジネス・原子力発電等インフラ関連分野など

において、知財ファンドによる先端的な基礎技術の事業展開、ベンチャー企業等

の事業拡大、技術等を核とした事業の再編・統合、海外企業の買収等による積極

的な海外展開などに対してハンズオン投資を行ってまいります。 
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